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2 月 14 日(金)に日本代協理事会が開催され､下記事項が報

告･審議されました。概要は次のとおりです。 

【主な報告事項】 

１．Ｈ26年 2月「代協正会員入会ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」中間報告 

・「正会員増強運動」の 1 月分の報告に合わせ、今年度こそ

12,000 店を達成すること、そのためにも現在実施中の全

国一斉「代協正会員 2 月入会ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」（全国増強目標＝

423 店）の目標達成が不可欠であることが確認されました。 

・入会ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの支部表彰基準・方法が決定しました。 

目標達成実増上位 5 代協から、特に顕著な取り組みのあ

った各 1 支部を各会長から推薦してもらいで表彰を行い

ます。（通常総会に表彰対象の支部長を招待し、表彰） 

但し、入会 2 店以上が条件となります。 

２．国民年金基金新規加入員獲得状況 

全国で120件の新規加入員獲得という目標及び代協ご

とのガイドラインを設定していますが、現存加入員の減

少に歯止めをかけるための最低限の目標数であることが

再確認されました。 

<国民年金基金平成 25年度加入員獲得状況=2/18 現在> 

当年度受付合計は 49件です。財政再計算の結果、本年 4
月 1日から運用利率が 1.75％⇒1.50％と変更（利回り引

き下げ）となる公算が大であり、今後駆け込み需要が大

きく見込まれます。今が加入のチャンスです。 

❁目標達成代協（目標達成ブロック）❁ 

＜代協＞京都・大阪・熊本・和歌山・福岡・富山・東京・

奈良・滋賀（阪神ブロック/東京ブロック/近畿ブロック） 

３．損害保険大学課程 

コンサルティングコース受講申込状況ならびに損害保

険プランナーへの移行状況について報告がありました。 

４．損保 8 社懇談会実施報告 

平成 26年 1月 22 日に、 定例懇談会（冬の部）が開催

されました｡各社に対し、「代協正会員増強」、「国民年金基

金加入者募集」、「損害保険大学課程受講者募集」を中心

にご支援、ご協力のお願いを申し上げました。 

５．平成 26 年度「代理店賠責・日本代協新プラン」の改定 

  本年 6月末をもって認定保険代理士制度が終了すること

から、割引名称が「旧認定保険代理士割引」と変更になりま  

す。（6 月末時点での認定保険代理士の人数を基に同様の

割引を適用）保険料体系も変更なく、平成 25 年度と同様の

体系となること、代理店の業務実態に合わせ、内容の明確

化、補償内容拡大を目的として一部約款修正を行うことが報

告、了承されました。 

６．消費税簡易課税「みなし仕入率」引き下げ時期繰り延べ 

中小事業者への配慮の観点から、金融保険業界にも

認められている簡易課税制度の「みなし仕入れ率」は現

在 60%であり、本年の消費税 8%導入時に 50%に引き下

げられる状況であったため、引き下げ時期を 10%導入時

に繰り延べてもらうよう要望活動を行ってきました。この結

果、政連顧問、支援議員並びに金融庁の支援を得て、み

なし仕入れ率 50%引下げ」の時期が消費税 10%導入時

に繰り延べられることになりました。 

【主な審議事項】 

１．平成 26 年 3 月 臨時総会 日程・運営・付議事項等 

臨時総会の付議事項等が、審議・決定されました。 

（開催日：平成 26 年 3 月 7 日（金） 会場：損保会館 2 階

大会議室）同じ日に、理事会・全国会長懇談会・政連代議員

会等も開催されます。 

２．認定保険代理士の章（バッジ等）の今後の取扱い 

本年6月末、認定保険代理士が廃止になることを踏まえ、 

現在保有している方は、7 月以降は会員バッジとして着用 

できることが決定しました。 

 

 

 

2月 1 日から全国一斉『代協正会員 2月入会キャンペ

ーン』(ｶｳﾝﾄ期間：12月 1日～2月 28日入退会分)が開始

されました。今回のキャンペーンで 423店増強目標を達成

することは勿論ですが､各代協・支部の組織強化のため

にも、最終年間目標の 12,000 店を達成させる必要があり

ます。具体的な取組みとしては､①代協会長･組織委員・新

入会員連れてき隊との連携を密にした活動でキャンペーン

盛上げを図り、見込み先に対する個別勧誘方法を共有する

②代理店賠責のﾒﾘｯﾄを強調するなど、代理店・非会員の

方々には、漏れなく代協の素晴らしさをアピールする③保

険会社を訪問し、代理店業務連絡会に参加するなど、保険

会社との協体制を更に構築させる、などです。（2/20 現在: 

2 月全国計会員増強）増強＋45 店・現会員数は 11,419 店） 

 

 
INDEPENDENT  INSURANCE 

AGENT  OF  JAPAN  INC. 

全国一斉｢代協正会員入会キャンペーン｣中 

～ 全国 47 代協で 423 店増強目標 ～ 

平成 25 年度第８回理事会開催 
～2/14 理事会での主な報告・審議事項～ 
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最終 2 日間のもの凄い追いあげがありましたが、募集結果

速報では、残念ながら、目標の 802 名は達成できませんで

した。全国計 765 名（会員 442 名、非会員 260 名、社員 63
名）に留まり、自主目標達成率は約 82.4％と、もう一歩の状

況でした。代協役員の方々を中心とした強力な受講勧奨活

動をいただき、本当にありがとうございました。なお、現在、

未入金の方が 104 名あり、課題を残している状況です。 

事務センター、事務局にて未入金者を懸命にフォローして

いきますが、引き続きのサポートをお願いします。 

◆受講申込み目標達成の代協（入金完了ベース） 

宮城 13 名、福島 10 名、埼玉１6 名、東京 118 名、 

静岡１5 名、岐阜 16 名、石川 17 名、滋賀 8 名、 

奈良 7 名、鳥取 4 名、島根 8 名 、愛媛１0 名     

◆代申保険会社別申し込み状況 

東京海上日動 174 名、三井住友 172 名、損保ジャパン 119

名、あいおいＮＤ104 名、日本興亜 60 名、日新 40 名、共栄

22 名、富士 22 名、AIU20 名、朝日 11 名、エース 5 名、 

大同 8 名、セコム 3 名、その他５名 

 

 

 

平成 25 年度ｸﾞﾘｰﾝ基金公募の寄付先について､総計 23 

団体から応募があり、CSR 委員会･ｸﾞﾘｰﾝ基金選考委員会

での客観的な基準を設けた審議を踏まえ､応募のあった

23 団体については、全て寄付先にふさわしい団体であっ

たため、寄付団体・金額について下記の通り決定しました。

尚、寄付金額は合計 200 万円です。 

≪寄付団体と寄付金額≫ 

〇 10 万円を寄付する団体 （17 団体） 

（特非）庄内海岸のｸﾛﾏﾂ林をたたえる会   

(特非)共生の森 ・（特非）世界の砂漠を緑で包む会 

（公財）天神崎の自然を大切にする会・町屋百人衆 

（特非）いわて森林再生研究所・盤州干潟を守る会 

(公財)日本補助犬協会･（特非）未来の荒川をつくる会  

（特非）神奈川こども未来ﾌァﾝﾄﾞ ・ｺｳﾉﾄﾘ湿地ﾈｯﾄ 

（特非）筑後川流域連携倶楽部･(特非)山の自然学ｸﾗﾌﾞ 

（特非）いのちのﾐｭｰｼﾞｱﾑ･（公財）大阪みどりのﾄﾗｽﾄ協会  

（特非）いわて森林再生研究会・日本動物介護センター 

（特非）移動保育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「ﾎﾟｯｹｱ」 

〇 5 万円を寄付する団体 （6 団体） 

チャイルドライン大分 ・庄内ホタルと水辺の会 

(特非)ブリッジフォースマイル・(一財)みんなの森財団 

(公財)日本盲導犬協会 ・大分県点訳、音訳の会 

 

 

 

 

各保険会社は、全代理店の使用人の実態調査を行い、

不適切な事例があれば 2015 年 3月末までに適正化を行う

とともに、その結果を金融庁に報告することになりました。現

行の「委託型募集人」も適正化の対象となるため、できる限り

速やかに新たな形態に移行する必要があります。 

委託型募集人の適正化に当たっては、（1）「雇用」or「派

遣」or「出向」の形態で使用人要件を充足、（2）個人代理

店へ移行して業務を継続、（3）新たな法人代理店を設立し

て業務を継続、等の形態が想定されますが、具体的な移行

に当たっては、所属保険会社も交え、適切な選択肢を検討

しながら手続きを進めることが肝要です。 

損保業界では、上記（1）の「雇用」等のほか、上記（2）
をベースに、現行の委託型募集人の実務を踏まえた代替ス

キームの導入を検討しており、まとまり次第、適正化の選択

肢の一つとして案内が行われる予定です。 

今後、適正化に際して新たな移行策等を考案した場合に

は、事前に金融庁に相談することが求められており、本会と

しても適宜対応を行っていくことになります。 

 

 

 
番組タイトル：暮らしに効き目！かしこい損害保険の選び方

を教えます！ 

放映日時：平成 26 年 2 月 22 日土曜日 15 時 00 分～30 分 

番組概要：タレントの松尾貴史さんとフリーアナウンサーの

三田佐代子さんが投げかける損害保険に関する身近な疑

問に対して、３名の認定保険代理士がアドバイスをしていく

情報バラエティー番組です。後半では、岡部会長が認定保

険代理士の活動や、7 月に認定保険代理士が損害保険トー

タルプランナーへ移行することについて説明しています。 

 
 

認定保険代理士の密着取材番組を放映 

～ＢＳフジ(フジテレビ系列)で特別番組～ 

損害保険大学課程ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｺｰｽ 
受講申込み結果～2月 21日の最終状況～ 

 

 

金融庁発令「保険募集に係る再委託の禁止」 
～いわゆる“委託型募集人”の適正化要請について～ 

～第 34 次 太平洋保険学校～ 
Pacific Insurance Agents Seminar 

米国研修(PIAS)参加者募集中！ 

6 月 19 日(木)～6 月 27 日(金）9 日間 

(研修旅行費用) 283,000 円＋900US$ 
一人部屋追加料金：100,000 円 

最少催行人数：16 名 
ｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾂｱｰがﾒｷｼｺ国境超えに変更！ 

★お申し込みは日本代協事務局へ★ 

 

平成 25 年度ｸﾞﾘｰﾝ基金公募の寄付先決定 
～理事会にて 23 団体に対する寄付を承認～ 
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